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男性ホルモン補充に◎

（補充量が最も多く、塗心地が良い。）

詳 細 の ご 案 内
男性ﾎﾙﾓﾝの分泌低下による性機能の衰えが考えられますので、先ずは毎日、「ｸﾞﾛｰﾐﾝ」（または「ﾍﾔｰｸﾞﾛﾝ」か「ﾄﾉｽ」を陰嚢部に塗布して男性ﾎﾙﾓﾝの補充を
お試し下さい。対症的には、性交前に「ｶﾞﾗﾅﾎﾟｰﾝ（ｶﾞﾗﾅﾋﾟﾝ）」を服用して心因性EDに対応し、「ﾄﾉｽ」を亀頭冠に塗布することで射精潜時の遅延をめざします。

男性ﾎﾙﾓﾝの分泌低下による勃起力の衰えが考えられますので、先ずは毎日、「ｸﾞﾛｰﾐﾝ」（または「ﾍﾔｰｸﾞﾛﾝ」）を陰嚢部か腹部に塗布して男性ﾎﾙﾓﾝの補充を
お試し下さい。対症的には、性交前に「ｶﾞﾗﾅﾎﾟｰﾝ（ｶﾞﾗﾅﾋﾟﾝ）」の服用して心因性EDに対応します。

グローミン

男性ﾎﾙﾓﾝの分泌低下による射精機能の低下が考えられますので、「ｸﾞﾛｰﾐﾝ」（または「ﾍﾔｰｸﾞﾛﾝ」か「ﾄﾉｽ」）を陰嚢部に塗布して男性ﾎﾙﾓﾝの補充をしたうえ、
性交前に「ﾄﾉｽ」を亀頭冠に塗布して射精潜時の遅延に対応します。

性交前に「トノス」を亀頭冠へ塗布して、射精潜時の遅延に対応します。　ホルモン補充（陰嚢部への塗布）は不要です。

特に心因性EDや腟内射精障害であれば、「ガラナポーン（ガラナピン）」の服用で効果が期待できます。　ホルモン補充は不要です。
なお、重症の自覚がありましたら、性機能外来のある泌尿器科を受診して専門医にご相談下さい。

男性ﾎﾙﾓﾝの分泌低下が考えれますので、毎日、「ｸﾞﾛｰﾐﾝ」（または「ﾍﾔｰｸﾞﾛﾝ」）を陰嚢部か腹部に塗布して男性ﾎﾙﾓﾝの補充をお試し下さい。１ヶ月経過して
全く改善しない場合は、本剤を１週間以上中止してから男性更年期やLOH症候群に対応できる医療機関（泌尿器科・心療内科）を受診して下さい。

ED、早漏、膣内射精障害以外の性機能障害につきましては、泌尿器科を受診して性機能の専門医にご相談下さい。
男性更年期には未だ早い年齢で、強いストレスを感じて「うつ」状態である場合は、心療内科や精神科の受診を強くお勧めします。× × × ×
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大東製薬工業・お勧め製品セルフチェック （男性向け）

トノス
ガラナポーン
ガラナピン グローミン ヘヤーグロン

注： 「トノス」「ヘヤーグロン」「グローミン」の違い

トノス

早漏・射精潜時の遅延に◎
男性ホルモン補充としては△

（補充量が最も少ない。）

ヘヤーグロン

男性ホルモン補充に○

（補充量は３つの中間）

スタート

次事項の複数項目で、強く思い当たる事がある。
  ・ バイタリティ（気力）の衰え。
  ・ 早朝勃起（朝立ち）が減った。
  ・ 性的能力の衰えを感じる。
  ・ 強いストレスを感じている。
  ・ 不安感、憂うつを感じる。
  ・ いらいらする、神経質になる。
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30歳を超えている。
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主訴が性機能の問題で、
性交時に膣内射精潜時を
長くさせて、遅らせたい。

主訴が性機能の問題で、
ED（勃起が不十分・勃起の維持困難）

または、射精困難
（膣内の射精が困難、精液が出ない）
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主訴が性機能の問題で、
ED（特に勃起力減退）

（ 勃起が不十分・勃起の維持困難）

及び、射精潜時が短くなった。

主訴が性機能の問題で、
ED（特に勃起力減退）

（ 勃起が不十分・勃起の維持困難）

（射精潜時は問題なし）
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主訴が性機能の問題で、
性交時に膣内射精潜時を
長くさせて、遅らせたい。
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